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研究成果の概要（和文）：　本研究では，大学における自閉症スペクトラム障害(ASD)の「問題状況」およびASDへの支
援体制の状況を明らかにし，ASDに対する支援体制モデル構築を目指した。そのため，①大学でのASDの問題状況と支援
体制の現状把握，②事例検討，③高大接続の現状と課題解明という3つの課題を設定し，①聞き取り調査，②検討会，
③調査票調査をそれぞれ行った。その結果，支援体制の構築のためには，ASD学生と接する周囲の学生の参画が必要不
可欠であること，大学の利用可能な資源の制約の把握が重要であること，ASD生徒の大学進学について，「問題の先送
り」が常態化していることから高大接続の方法がポイントであることが導かれた。

研究成果の概要（英文）：　The aim of this study was to construct a support system for students with ASD 
at universities, subsequently to clarifying problematic situation of ASD there. To achieve this goal, we 
set up three agendas, namely 1) To acquire problematic situations of ASD at universities and current 
conditions of their support systems for ASD students, 2) To assess each case, and 3) To find out the 
current status and tasks of the relations of high schools and universities. We conducted interviews, 
review meetings, and a survey according to the agendas. As a result, we found it critical to treat the 
following for constructing a support system for ASD students: participation of not only persons concerned 
but the people around them in the system construction, awareness of usage restriction of available 
resources at the university, and establishment of the process to develop the relations of high schools 
and universities, in terms of putting continuously off the issues held by ASD students.

研究分野：教育社会学

キーワード： 自閉症スぺクトラム　大学　支援

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
自閉症スペクトラム障害(Autism Spectrum 

Disorder:以下 ASD と記す)は，近年，急速に
社会問題化されてきた。その背景として，知
的障害を伴わない自閉症者の社会不適応問
題が拡大してきたこと，過去 30 年間で自閉
症発現率が上昇したこと，自閉症脳科学が急
速に展開されてきたことなどが挙げられる。
これまでASDを含む精神障害に係る研究は精
神医学を中心に研究が進められてきた。しか
し，近年では，アイデンティティや教育，社
会意識といった社会的問題，子どもの権利や
プライヴァシーあるいは治療的介入といっ
た法的問題，疾患に対するラベリングやステ
ィグマのような倫理的問題，データ所有権と
いった営利的問題，そして根拠に基づいた介
入や市民参加などの科学的問題などへと問
題領域が拡大していることが指摘されてい
る（Singh and Rose: 2009）。社会学の領域
においても，ASD の発現率増加と医療化に関
する研究(Eyal et al. 2010)や ASD 家族やス
ティグマに関する一連の論考(Gray:1989, 
1993, 1997, 2001)などの研究が存在するが，
問題の広がりとその深刻さに比して研究の
展開は限られている。また，教育現場におけ
る ASD に関する社会学的研究は，医療化論現
象として「発達障害」の解釈過程を分析した
研究(木村 2006)などがあるが，初等・中等
教育を対象としたものであり，高等教育機関
におけるASDの状況等に関する研究は皆無で
ある。だが，近年の大学における ASD をめぐ
る状況を鑑みると，臨床社会学的な志向性を
持つ研究が早急に求められていることは言
を俟たない。そこで，本研究では ASD の「問
題状況」および ASD への支援体制の状況を明
らかにし，大学における ASD への支援体制モ
デルを構築することを目的とした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，ASD の「問題状況」およ

びASDへの支援体制の状況を明らかにすると
同時に，ASD に対する支援体制モデルを構築
することである。そのために 3 つの課題を設
定した。 
 第 1 の課題は，大学での ASD の「問題状況」 
と支援体制の現状を把握することである。
2005 年に発達障害者支援法が施行され，高等
教育機関において，発達障害のある学生への
教育的な支援の必要性が明文化された。また
近年は，大学等に進学を希望する障害者は増
加傾向にある。高機能自閉症や自閉的傾向の
ある学生など，診断を受けていない学生を含
めるとかなりの人数が大学に在籍している
と考えられる。このような状況の中で，ウェ
ブサイト等を通して支援体制を紹介してい
る大学も多くなってきた。そこで，現状把握
が必要であると考える。  
 第 2 の課題は，ASD をめぐる事例検討をお
こなうことである。ASD 学生の個別事例を検
討することから，大学が ASD 学生を円滑に受

け入れていくことができない原因とASD学生
への対応を検討するとともに，支援の共通項
を明らかにする。本研究に着手する以前から
研究代表者が主宰している「自閉症スペクト
ラム研究会」（後述）では，ASD 学生への対応
は学生個々人によって異なり，共通項を見出
すことは困難であるという意見がしばしば
聞かれた。しかし，支援体制を構築するには
共通項を見出すことが必要不可欠である。個
別のケースを共有化することによって包括
的な支援を見出す。 
 第 3 の課題は，ASD に対する高大接続の現
状と課題を解明することである。高校から大
学へのスムーズな移行のためには高校から
大学への情報伝達が必要である。アメリカの
多くの州では，「障害のある 3 歳から 21 歳ま
での約 20 年間の長期にわたる障害児に対す
る 個 別 教 育 計 画 （ IEP:Individualized 
Education Plan）」を立てることになってい
る。日本においても，ASD に対しては，「一貫
した継続的な支援」が必要であることがこれ
まで盛んに言われ続けてきたが，実際にどの
ような形で継続させていけばよいのかとい
うことに関しては，個々の状況や場によって
個別対応をおこなってきたという実情があ
る。そこで，高大がどの程度，またどのよう
に接続しているのかを明らかにし，課題を析
出，解明を試みる。 
 
３．研究の方法 
設定した 3つの課題にそってメンバそれぞ

れの重点的役割を分担し，メインタスクを指
定した。課題 1 である ASD への「問題状況」
および支援体制の現状を把握するために，資
料収集，および ASD についての取り組みをお
こなっている大学の担当者に聞き取り調査
をおこなった。ASD への支援体制に関して大
幅に先行する大学の最新動向の情報収集に
努めるのみならず，支援体制が整っていない
大学の実態についての情報も収集した。そう
することで支援体制の整備にはどのような
条件が必要なのかということが明らかとな
る。 
第 2の課題である ASD 学生をめぐる事例を

検討するために，ASD 学生の事例検討会を定
期的におこない事例を収集した。毎回，研究
代表者が所属する学科で ASDもしくはASDと
思われる学生 1 人を対象とし，その学生と関
わりを持つ学内教職員と学外の臨床心理士
で会を構成した。検討会では，対象学生の行
動や発言など，詳細な情報を交換することを
主とした。また，「自閉症スペクトラム研究
会」やシンポジウムなどを通じて，他の事例
についても積極的に収集した。 
第 3の課題である高大接続の現状と課題を

明らかにするために，石川県内のすべての高
校に在職する特別支援教育コーディネータ
ーを対象に調査票調査をおこなった。コーデ
ィネーター未設置の高校については教育相
談担当者を対象者とした。まずは個別面接法



で調査をおこない，日程調整が進まない対象
校については，郵送法を用いた。個別面接法
については，2013 年 8・12 月，2014 年 1～3
月に 25 校で実施した。郵送法については，
2014 年 11 月 15 日～2015 年 1 月 10 日に 32
校で実施した。回収率は 85.9%であった。 
3つの課題について2014年度末までに進め，

最終年度はメインタスクを指定せず，メンバ
全員で，初年度および 2 年目で得た知見を基
に ASD 支援体制モデルの構築を試みた。  
以上をおこなうと同時に，「自閉症スペク

トラム研究会」の定期開催，さらにシンポジ
ウムを開催することで，ASD について情報を
収集し，知識を深め，人的ネットワークの構
築を図った。 
「自閉症スペクトラム研究会」については，

2013 年度に 4回，2014 年度に 2回開催した。
第 1回から第 6回までの講師および報告タイ
トルは以下の通りである。 
第 1 回：斎藤清二氏（富山大学保健管理セン
ター教授）「富山大学における発達障害大学
生への支援－特にグレーゾーン学生への対
応を中心に－」 
第 2 回：高桑しなこ氏（加賀高等学校特別支
援教育コーディネーター）「支援コーディネ
ーターとしての役割」 
第 3 回：鈴木ひみこ氏（関西学院大学総合支
援センターキャンパス自立支援室コーディ
ネーター）「大学における発達障害学生支援
の実際－関西学院大学における支援体制と
事例を中心に－」 
第 4 回は：東海林渉氏（北陸学院大学助教・
臨床心理士）「自閉症スペクトラムは『障害』
なのか－そだちの可能性を忘れないための
工夫－」・竹内慶至（研究分担者）「アイデン
ティティと社会の相互作用－自閉症スペク
トラムから考える－」 
第 5 回：山谷文彦氏（金沢商業高等学校教育
相談室長）「発達障害生徒への就学，進学支
援の実際」 
第 6 回：本科研中間報告会 
俵希實（研究代表者）「大学における自閉症
スペクトラム学生への支援体制構築を困難
としている要因－個別事例からの検討－」・
海口浩芳（研究分担者）「高校における発達
障害生徒への進学支援の実態－石川県公立
高校聞き取り調査から－」 
シンポジウムについては 2014 年度に開催

した。テーマ，報告者とコメンテーターにつ
いては以下の通りである。 
全体テーマ：「私立大学における特別なニー
ズを有する学生への支援を考える」 
報告者 
・遠藤 歩（東海学院大学人間関係学部                  
心理学科講師）「小規模大学における学生支
援の実際」  
・川端 壮康（尚絅学院大学総合人間科学部                
人間心理学科准教授）「支援のためのネット
ワーク構築－目に見えるネットワークと見
えないネットワーク－」  

・毛受矩子（四天王寺大学教育学部教育学科
保健教育コース教授・学生支援センター長）
「私立大学における特別なニーズを有する
学生への支援を考える」  
コメンテーター  
濱田里羽（金沢大学教育開発・支援センター
特任助教） 
 
４．研究成果 
課題 1 である ASD への「問題状況」および

支援体制の現状を把握するために，資料収集，
およびASDについて大学の担当者に聞き取り
調査をおこなったところ，先進的な取り組み
をおこなっているといわれている大学であ
っても，身体に障害のある学生に対する取り
組み例が多く，ASD 学生に対する支援体制が
整っているとはいえず，これからという状況
であることが確認された。また，ASD 支援体
制の構築のためには，ASD 学生と接する周囲
の学生の参画が必要不可欠であることが明
らかとなった。 
課題 2である ASD をめぐる事例を検討する

ために事例検討会を実施したところ，代表者
の所属大学ではASD学生に対する支援体制が
整っていないことが確認された。また，検討
会で出された意見を基にASD学生に共通して
必要な支援策を整理すると次のようになっ
た。①支援対象者のスクリーニングについて
最低ラインの基準を定める（全体の把握），
②コーディネーターの配置（全体の把握），
③ASD 学生の個人カルテ作成（情報の共有），
④保護者および高校との連携（情報の共有），
⑤TA の活用（学生への直接的な支援），⑥療
育手帳の取得（進路相談）。                     
事例検討会で得た知見と他大学の事例を

あわせて検討したところ，大学が ASD 学生を
円滑に受け入れることができない要因とし
て 2 点が明らかとなった。第 1 は大学の保有
資源の制約である。具体的には人的資源と経
済的資源である。支援策を実施していくには
諸費用が必要となる。限りある資源をどの部
分に優先的に投入するかということは，各大
学の事情があり，増加してきたとはいえども
全学生の中でも占める割合が低いASD学生へ
の支援は優先順位が低くなりがちである。第
2 は，先に述べた人的資源の不足と関連して，
教職員の多忙化である。発達障害学生への支
援については，特定の人に負担が集中すると，
その支援者自身が燃え尽きてしまう恐れが
あるため，それを防ぐ意味で教職員に大学全
体のこととして取り組もうとする意識・態度
が求められる。しかし，大学教員一人一人が
多くの用務を抱えている中で，ASD 学生への
支援にまで意識が回らないのが現状である。
ASD 学生および ASD と思われる学生に対して
は，ASD の知識を有する人が支援すればよい
と思う人が多くなり，結果として，ASD を含
む発達障害を専門とする人，福祉的対応に長
けた人，面倒見のよい人など，特定の人に負
担が集中してしまいがちになっている。 



課題3である高大接続の現状と課題の解明
については，石川県内の高校に在職する特別
支援教育コーディネーターを対象に調査票
調査を実施したところ，次のことが明らかと
なった。石川県の公立高校の 63.2%で発達障
害生徒が在籍していた。一方，コーディネー
ターの負担軽減措置をおこなっている高校
は 36.7%でしかなく，行政への要望で最も多
かったのが，「教員や専門スタッフの増員」
であった。しかし，これらは予算措置が必要
であり，直ちに対応できるものではない。国
の特別支援教育予算も事業費の割合は未だ
不十分である。さらに，進路多様校では，発
達障害生徒の進学事例がほとんどないか，あ
っても専門学校，私立大・私立短大への AO，
推薦入試による進学であること，進路多様校
から中堅校の場合，就労支援が優先され，進
学支援は後手にまわっている状況であるこ
と，進学での入試形態は私立大への推薦入試
に傾倒していること，進学校（学力上位校）
では，学力問題を抱えていないため進学支援
が不要なことから問題が顕在化しにくいこ
とが確認され，これらのことから，大学全入
時代を背景に，推薦入試を利用し，高校から
大学へASDに係る問題を先送りしている傾向
があることが明らかとなった。 
以上から，支援体制の構築のためには，ASD

学生と接する周囲の学生の参画方法を考え
ること，大学の利用可能な資源の制約の把握
が重要であること，ASD 生徒の大学進学につ
いて「問題の先送り」が常態化していること
から高大接続の方法がポイントであること
が導かれた。 
また，「自閉症スペクトラム研究会」およ

びシンポジウムを実施することによって，多
様な知識を獲得することができたと同時に，
講師を依頼した研究者とのネットワークを
構築することができた。 
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